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２
０
０
７
年
10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
５
回
日
中
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
議
題
３

「
バ
イ
オ
燃
料
と
北
東
ア
ジ
ア
農
業
へ
の
影

響
」
に
お
い
て
「
日
本
に
お
け
る
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
輸
入
拡
大
が
国
際
砂
糖
需
給
に
与

え
る
影
響
分
析
」
と
題
し
て
以
下
の
報
告
を

行
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
１
９
７
５
年
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
し
て
、
さ
と
う
き
び
を
原
料
と

す
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
・
普
及
が

国
家
計
画
と
し
て
推
進
さ
れ
、
世
界
最
大
の

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
国
と
な
る
に
至
っ

た
。ブ
ラ
ジ
ル
で
は
今
後
、バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
輸
出
拡
大
政
策
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の

輸
出
先
と
し
て
日
本
に
対
し
て
積
極
的
に
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
、

京
都
議
定
書
の
発
効
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
抑
制
目
標
達
成
を
主
目
的
と
し
て
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
普
及
に
向
け
た
取
組
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
普
及
を
推
進
す
る
場
合
、
当
面
は

輸
出
余
力
の
大
き
い
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
輸
入
す

る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
う
見
解
を
政
府
は
示

し
て
お
り
、
今
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
両
国

に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
貿
易
が
活
発

化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日
本
へ
の

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
量
拡
大
が
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き

び
か
ら
砂
糖
生
産
へ
の
配
分
を
通
じ
て
、
国

際
砂
糖
需
給
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
計

量
経
済
モ
デ
ル
で
あ
る
「
世
界
砂
糖
需
給
予

測
モ
デ
ル
」を
活
用
し
て
影
響
試
算
を
行
う
。

「
世
界
砂
糖
需
給
予
測
モ
デ
ル
」
は
、
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
に
お

け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
需
給
に
与
え
る
影

響
の
み
な
ら
ず
世
界
の
砂
糖
需
給
に
与
え
る

影
響
を
分
析
す
る
た
め
に
筆
者
ら
が
開
発
し

  

は
じ
め
に

 

１  

研
究
の
目
的
と
背
景
事
情

 

２

北京市郊外モデル農村でのヒアリングの様子

小
泉　

達
治

国
際
領
域

　

主
任
研
究
官

日
本
に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
入
拡
大
が

国
際
砂
糖
需
給
に
与
え
る
影
響
分
析
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北京市の卸売市場の風景

た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
世
界

砂
糖
需
給
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
部
門
を
対
象
と
し
た
部
分
均

衡
需
給
予
測
モ
デ
ル
で
あ
り
、主
要
12
ヶ
国
・

地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

予
測
期
間
中
、
平
年
並
み
の
天
候
、
現
行

の
経
済
政
策
、
農
業
政
策
が
す
べ
て
の
国
・

地
域
に
お
い
て
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予
測
で
は
、
２
０
０
４
年

か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
て
世
界
砂
糖
生
産

量
・
需
要
量
は
年
平
均
１
・
７
％
増
加
、
世

界
砂
糖
輸
出
量
・
輸
入
量
は
同
１
・
４
％
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。
こ
の
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
予
測
に
対
し
て
、
日
本
に
お
い
て

２
０
１
２
年
か
ら
Ｅ
３
（
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
３
％
混
合
ガ
ソ
リ
ン
）
の
全
国
的
普
及
が

推
進
さ
れ
、
そ
の
全
量
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

の
輸
入
で
賄
わ
れ
る
ケ
ー
ス
を
シ
ナ
リ
オ

１
、２
０
１
０
年
か
ら
火
力
発
電
用
燃
料
向

け
を
中
心
に
年
間
３
０
０
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
日
本
に
輸
出
す

る
ケ
ー
ス
を
シ
ナ
リ
オ
２
と
し
て
設
定
し

た
。
こ
の
結
果
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
対
し

て
シ
ナ
リ
オ
１
に
お
け
る
国
際
粗
糖
価
格

は
１
・
４
％
上
昇
、
シ
ナ
リ
オ
２
に
お
け
る

同
価
格
は
３
・
１
％
上
昇
す
る
予
測
結
果
と

な
っ
た
。

　

本
研
究
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日
本
へ
の

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
が
拡
大
し
た
場

合
、
砂
糖
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
国
際
粗
糖
価
格
上
昇
を
招
き
、
国
際
砂

糖
需
給
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
。
国
際
粗
糖
価

格
上
昇
は
砂
糖
輸
出
国
の
輸
出
量
を
増
大
さ

せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
諸

国
、
タ
イ
、
豪
州
と
い
っ
た
国
々
（
地
域
）

の
砂
糖
輸
出
量
が
増
大
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出

国
に
対
し
て
利
益
を
与
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日
本
へ
の
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
輸
出
に
よ
り
、
砂
糖
の
生
産
量
・

輸
出
量
が
減
少
す
る
も
の
の
、
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
の
生
産
量
・
輸
出
量
が
増
大
す
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
・

砂
糖
の
製
造
施
設
を
有
す
る
業
者
が
８
割
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
・
砂
糖
業
者
は
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
拡
大

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
砂
糖
価
格
上
昇
を
招

き
、
砂
糖
の
需
要
量
減
少
も
予
測
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
砂
糖
を
輸
入
に
依
存
す
る
低
開

発
途
上
国
で
は
国
際
粗
糖
価
格
の
上
昇
に
よ

り
、
砂
糖
の
購
入
・
輸
入
量
を
減
ら
す
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
日
本
へ
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
拡
大

は
、
国
際
粗
糖
価
格
上
昇
を
通
じ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
に
十
分
認
識
が
必
要
で

あ
る
。

　

今
回
の
報
告
に
よ
り
、
バ
イ
オ
燃
料
の
導

入
・
普
及
に
伴
う
国
際
農
産
物
需
給
に
与
え

  

国
際
砂
糖
需
給
に
与
え
る
影
響

 

３
  

お
わ
り
に

 

３

る
影
響
に
つ
い
て
の
分
析
の
重
要
性
が
、
日

中
韓
の
コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー
等
か
ら
も
強
調
さ

れ
た
。




